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毎
月
「
な
か
さ
と
」
を
ご
送
．
付
ト

さ
い
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

懐
か
し
く
、
有
意
義
に
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
方
か
ら

の
「
銀
座
百
点
」
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。
何
か
の
参
考
に
な
り
ま
す
れ
ば

幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　
勝
毛
な
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私

が
ル
ソ
ン
島
か
ら
復
員
し
、
あ
る
事

情
で
昭
和
．
。
卜
、
．
年
、
家
内
と
銀
座

に
住
み
つ
い
て
、
．
、
卜
年
に
な
り
ま
す

の
で
、
戦
後
銀
座
．
．
、
卜
年
の
歩
み
を

簡
単
に
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
戦
後
、
銀
座
に
来
て
先
ず
目
に
つ

い
た
の
毬
、
τ
パ
ー
ト
で
、
．
越
は
真
黒

に
焼
け
、
松
坂
屋
は
か
ろ
う
じ
て
焼

◇
夢
を
み
て
い
る
よ
う
な
h
、
双
持
ち
。

◇
嫁
の
フ
ル
テ
，

◇
若
気
の
い
た
り
。

◇
庁
菜
に
塩
。

◇
あ
と
っ
ば
ら
病
む
、

◇
あ
ぶ
蜂
と
ら
ず
。

◇
生
．
き
も
ん
に
餌

食
（
え
じ
き
）

◇
い
ん
（
犬
）
と

猿
の
様
。

◇
お
か
で
か
ち
こ

　
ろ
・
つ
様
．

◇
川
む
こ
う
の
火
事
。

◇
気
は
心
．

村
の

◇
牛
に
引
か
れ
て
善
光
芋
参
り
。

　
　
　
　
　
　
　
（
か
じ
か
）
を
ひ

◇
女
と
と
こ
ろ
葛
は
残
ら
な
い
。

村
山
　
能
描
一

（
細
融
翻
身
）

け
残
っ
た
と
い
う
形
．
松
屋
と
服
部

時
計
店
は
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
歌
舞
伎
座
は
屋
根
が
焼
け

落
ち
て
側
の
壁
だ
け
が
残
り
、
他
の

銀
座
界
隈
も
空
地
が
方
々
に
で
き
て

華
麗
だ
っ
た
銀
座
も
敗
戦
の
姿
そ
の

も
の
で
ー
）
た
．

い
つ
に
な
っ
た
ら
、
．
兀
の
銀
座
に
な
る

こ
と
や
ら
と
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
ぼ
つ
く
復
興

の
槌
音
が
き
こ
え
は
じ
め
て
四
卜
年

前
後
に
は
目
覚
し
い
復
興
ぶ
り
と
な

り
、
綺
麗
な
ビ
ル
が
次
々
に
で
き
あ

が
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
人
員
や
車
が

増
加
に
つ
ぐ
増
加
で
、
た
ち
ま
ち
昔

を
凌
ぐ
大
銀
座
と
な
り
ま
し
た
、

嘱・

屑
灘
烈

◇
困
っ
た
時
の
神
頼
み
。

◇
先
航
つ
も
の
は
金
。

◇
死
に
ゴ
『
ッ
タ
ク
の
砦
丞
は
ま
す
程
。

◇
声
、
上
の
も
ち
ぐ
さ
れ
。

．
「
こ
と
わ
ざ
」

小
柳

◇
出
た
と
こ
勝
負
。

◇
遠
く
の
神
様
に
ご
利
益
が
あ
る
。

◇
な
ん
ば
ん
好
き
な
ん
に
金
貸
せ
ん

　
な
。

◇
人
間
は
病
へ
や
ま
い
〉
の
入
れ
も

　
ん
。

定
夫
ー
採
集
1

　
車
の
増
加
に
つ
れ
て
高
速
道
路
が

其
処
此
処
に
で
き
ま
し
て
、
菊
田
．

夫
氏
の
「
君
の
名
は
」
で
有
名
な
数

寄
屋
橋
も
高
速
道
路
と
な
っ
て
消
え

去
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
他
の
川
や

堀
も
次
々
に
埋
め
ら
れ
て
高
速
道
路

　
に
変
り
、
水
の
な
い
、
昧
気
な
い
風

一
景
と
な
り
ま
し
て
「
昔
の
銀
座
の
方

が
良
か
っ
た
ナ
」
と
昔
を
懐
し
く
思

い
出
し
ま
す
。

　
家
屋
が
密
集
し
て
い
る
た
め
道
路

拡
．
張
も
で
き
ず
、
そ
の
う
ち
都
電
も

廃
止
と
な
り
、
近
頃
で
は
L
曜
の
午

後
か
ら
日
曜
に
か
け
て
前
の
．
電
車
通

　
り
を
車
を
ス
ト
ッ
ブ
さ
せ
て
「
歩
行

者
．
天
国
」
と
い
う
お
祭
騒
ぎ
が
行
わ

　
れ
て
お
り
ま
す
。
都
会
人
の
憩
い
の

　
場
と
し
て
、
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

　
ん
が
、
最
近
で
は
異
常
な
人
出
で
し

　
て
、
こ
ん
な
時
に
大
地
農
で
も
起
っ

　
た
ら
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、

　
◇
の
め
し
も
ん
の
節
句
働
ら
き
。

　
◇
腫
物
に
さ
わ
る
様
。

　
◆
馬
鹿
が
い
な
け
り
ゃ
利
口
が
い
な

　
　
い
。

　
◇
人
は
相
児
、
圧
い
．

　
　
　
　
　
　
　
◇
ひ
い
き
の
引
倒

　
　
　
　
　
　
　
　
し
り

　
　
　
　
　
　
　
◇
へ
っ
び
（
蛇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の
生
殺
し
。

　
　
　
　
　
　
　
◇
見
て
兄
ぬ
ふ
り

　
　
鮒
い
て
鮒
か
ぬ
ふ
り
。

　
◇
虫
け
ら
、
同
然

　
◇
目
の
L
の
た
ん
こ
h
、
小
。

　
◇
持
っ
た
が
因
果
。

道
路
の
ド
は
地
ド
鉄
は
じ
め
地
ド
歩

道
、
駐
屯
場
な
ど
で
空
洞
な
の
で
す

か
ら
、
さ
な
が
ら
集
団
蟻
地
獄
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
ゾ
ー
ッ
と
背
筋

に
寒
、
戸
、
双
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
、

　
結
局
自
分
の
住
む
街
を
批
判
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
騒
々
し

い
銀
座
に
も
、
人
も
車
も
な
く
な
る

静
か
な
ひ
と
と
き
が
．
日
、
回
あ
る

の
で
す
。
そ
れ
は
明
け
方
の
午
前
四

時
か
ら
．
九
時
頃
の
こ
と
で
す
。

　
末
筆
で
失
礼
と
存
じ
ま
す
が
、
村

の
皆
様
の
ご
幸
福
と
村
の
繁
栄
を
む

祈
り
申
し
ヒ
げ
ま
す
。

中
里
文
芸

　
　
　
　
　
一
一
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ウ

大
寒
、
に
占
い
乳
房
を
た
た
み
込
む
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寂
丞

雪
原
が
染
ま
る
黄
砂
が
運
ぶ
春
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
、
爾
－

日
を
風
を
赤
心
う
て
幾
夜
の
さ
く
鼻
早
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
旧
ん

索
ヨ
抱
い
て
軒
に
寄
り
添
・
乳
目
木
の
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
泉

　
　
タ
タ
タ
ミ
ノ
タ
タ
タ

体
　
協

　
　
　
ー
排
球
部
員
募
集
…

　
体
育
協
会
排
球
部
で
は
部
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
毎
週
月
、
火
曜
の

午
後
ヒ
時
半
よ
り
田
沢
中
学
校
体
育

館
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

男
女
を
問
わ
ず
初
心
者
の
方
、
運
動

の
好
き
な
方
は
気
軽
に
参
加
し
て
ド

さ
い
。

、
雪
原
晴
れ
影
よ
り
も
尚
濃
き
鴉
声
。

群
れ
あ
そ
ぶ
鴨
か
め
し
い
、
雪
郡
り
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
　
陽

出
稼
ぎ
帰
る
h
の
ぬ
く
み
の
力
し
て
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
　
記

風
、
巾
、
の
断
層
ま
ぶ
し
陽
に
ゆ
が
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
　
チ

寒
、
鴉
森
の
彼
方
に
声
し
ぽ
る
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
　
石

凍
解
の
沼
白
鳥
の
飛
び
去
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迫
　
風

寒
造
り
杜
氏
の
歌
声
、
冴
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
　
人

就
職
も
き
ま
っ
て
葎
の
待
ち
遠
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呼
　
習

人
れ
知
恵
と
兄
え
ぬ
行
儀
や
雛
の
客
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
E
　
泉

ー
村
の
豪
雪
対
策
ー

　
村
で
は
大
。
索
，
の
た
め
水
田
苗
代
づ

く
り
が
お
く
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
対
策
と
し
て
苗
代
消
、
雪
促

進
の
た
め
。
○
ア
ー
ル
当
り
九
〇
キ

ロ
の
硅
カ
ル
を

全
額
村
費
補
助

で
撒
布
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
尚
、
畑
作
の

関
係
に
つ
い
て

は
、
追
っ
て
そ

の
ゆ
ゑ
で
　
　

け
雛
に
し

（
鰐
蕪
鞠
）

愛
孫
の
伝
い
歩
き
や
雛
祭
り
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
由

き
さ
ら
ぎ
や
大
宰
府
よ
り
の
梅
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
　
山

一
部
落
皆
死
の
如
し
、
巾
，
降
る
夜
。

　
　
　
短
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
ノ
、
ブ

階
．
r
び
舎
に
節
を
重
ね
し
若
竹
よ

　
　
過
酷
な
重
み
は
ね
て
伸
び
ゆ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
幸
チ

雫
，
解
け
の

　
色
淡
き
な
ず
な
ヂ
に
摘
め
ば

　
　
水
ぬ
る
み
き
て
独
は
や
す
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
涌
炸
　
タ
カ

憂
き
こ
と
も
生
き
ぬ
く
事
の
尊
さ
に

　
　
　
し
は
げ
ま
し
店
の
戸
を
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

純
自
の
．
雫
，
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て

　
　
　
南
．
天
の
緋
よ
は
じ
ら
い
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
ヂ

久
方
に
壷
ヨ
晴
れ
の
空
広
が
り
て

　
　
せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
春
の
謡
き
く

響
》

駄
獣
賦
　
　
“

醸
』
多

　膨噌ゆ

　
、
九
面
か
ら
続
く

「
新
潟
県
の
雪
」

　
　
　
　
新
潟
県
地
誌
研
究
会

「
．
楚
史
シ
リ
i
、
．
ス
　
消
え
た
縄
文
入
」

　
　
　
　
　
　
　
産
報

「
雨
、
国
と
暮
ら
し
」
中
俣
．
止
義

「
マ
ッ
ハ
の
恐
怖
」
　
柳
田
　
邦
男

「
小
さ
い
サ
ム
ラ
イ
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
岡
た
す
ノ
～

　
　
人
生
往
来

◎
産

氏
名
　
父
の
名
　
部
落

井
ノ
ー
　
誠
　
政
、
　
　
　
如
来
芋

田
村
大
輔
博
康
　
　
小

　
　
　
春
樹
熊

樋
日
　
毅
秀
雄
　
荒
，
至
．

山
本
賢
治
重
治

樋
日
．
止
唐
敏
男
　
荒
，
．
至

保
坂
告
．
．
勝

　
　
　
信
代
勝
．
信

島
倉
さ
や
か
敏
男
　
倉
俣

　
　
　漁

鎌
讐
繍

｛
綱
購
ミ
薙
一
田
桂
中

◎
薮
年
八
』
コ
客

讐
韻
訴

錨
醗
墾
B
沢

鶴
齢
い
　
漏
襟
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新
年
度
予
算

　
　
　
　
　
一
般
ム
五
計

　
　
　
　
特
別
ム
π
計

　
昭
和
．
互
レ
．
、
年
度
の
予
算
案
な
ど

を
審
議
す
る
第
、
回
｛
疋
例
議
会
は
テ

日
に
招
集
さ
れ
、
今
月
末
ま
で
の
会

期
中
に
．
般
質
問
を
は
じ
め
「
中
里

村
総
合
開
発
計
画
審
議
会
条
例
の
制

｛
疋
に
つ
い
て
」
な
ど
．
、
、
互
．
項
目
に
わ

た
る
議
案
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
八
．
議
会
に
提
案
さ
れ
る
昭
和
．
五
卜

一
、
年
度
．
般
会
計
予
算
総
額
は
ト
、

億
ヒ
毛
．
五
．
白
万
円
と
な
り
、
前
年
度

比
．
四
・
．
％
、
額
に
し
て
一
億
四

ト
．
互
．
自
．
乃
円
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
内
訳
を
項
目
別
に
み
る
と
、

農
林
水
産
業
費
が
全
体
の
．
．
四
・
七

％
を
占
め
て
い
る
の
を
最
高
に
認
可

保
育
所
の
建
設
費
を
含
む
民
生
費
が

一
、
○
・
七
％
、
教
育
費
が
．
、
．
∵
八

％
と
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

　
又
、
特
別
会
計
は
国
民
健
康
保
険

、
簡
易
水
道
、
農
業
共
済
、
歯
科
診

療
、
養
魚
セ
ン
タ
ー
で
総
額
四
億
．
乱

モ
．
五
百
．
乃
円
と
な
り
、
．
ご
二
％
の
伸

び
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
れ
等
の
歳
出
を
ま
か
な

う
に
必
．
要
な
歳
入
予
算
の
毛
．
項
目
別

割
り
合
い
は
村
税
七
・
四
五
％
　
地

方
交
付
税
四
八
・
〇
二
％
　
国
県
支

出
金
一
三
二
．
σ
％
　
村
債
六
・
八

三
％
と
な
ρ
て
い
る
。

尚
、
隣
接
市
町
村
と
に
見
る
、
人
口

一
人
当
り
の
予
算
額
は

　
　
　
十

卜
日
町
市

津
南
町

川
西
町

一
億
七
千
五
百
万
円

四
億
五
千
五
百
万
円

卜
、

万
四
モ
円
　
　
　
中
里
村
　
　
　
十
六
万
一
干
円

卜
四
．
乃
．
、
、
予
円
　
　
　
．
般
会
計
予
算
の
項
目
別
予
算
と

ト
、
κ
万
、
，
ト
円
　
　
そ
の
割
り
合
い
は
表
の
通
り
で
す
。

項
　
　
目

弄
　
　
　
　
算

（
単
位
千
円
）

　
　
）

構
成
．
比
　
％

（
前
年
度
比
率
）

議
　
会
　
費

．
、
。
一
、
九
八
五

一
、
・
○

　
（
、
∵
．
一
）

総
　
務
　
費

一
．
二
、
〇
五
二

一
〇
・
』
一

　
（
一
〇
・
六
）

民
　
生
　
費

．
一
四
．
、
、
六
九
七

．
6
・
七

　
（
二
〇
二
）

衛
　
生
　
費

丘
、
．
、
九
し
五

四
・
五

　
（
五
・
七
）

農
林
水
産
業
費

．
．
九
〇
、
八
六
．
一

．
西
・
七

　
（
二
七
・
九
）

商
　
　
［
　
　
費

量

．
七
、
〇
九
〇

』
四

　
（
丁
一
）

上
　
木
　
費

一
四
．
一
、
一
九
七

一
二
　
●
一

　
　
　
　
　
　

　
（
二
・
ご

消
　
防
　
費

．
、
．
八
、
五
一
七

＝
昌

・
三

　
（
三
・
二

教
　
育
　
費

一
六
一
、
八
一
九

一
三
・
八

　
（
一
二
・
九
）

災
害
復
旧
費

一
、
二
、
七
〇
七

丁
二

　
（
Q
・
六
）

公
　
債
　
費

六
九
、
四
ご
二

五
・
九

　
（
四
・
六
）

予
　
備
　
費

一
、
O
O
O

〇
二

　
（
〇
二
）

合
　
　
計

一
、
．
ヒ
五
、
三
一
四

一
〇
〇
・
〇

　
二
〇
〇
・
0
）
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昭和52年3月15日とさかな（％鯉灘糊）
3）第248号

1
三
月
定
例
会
一
般
質
問
ー

村
長
施
政
方
針
の
説
明
に
引
続
き

一
般
質
問
が
行
わ
れ
村
長
か
ら
次
の

よ
う
に
答
弁
が
あ
っ
た
。

一
、
山
田
章
次
講
員

O
辺
地
対
策
に
つ
い
て

　
村
長
　
交
通
、
営
農
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
の
難
視
聴
、
教
員
の
冬
期
の

帰
省
の
送
り
迎
い
の
手
当
等
、
又
、

畜
産
の
箏
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
で

あ
り
ま
す
が
、
交
通
と
い
ろ
舌
…
に
は
、

生
活
道
路
の
拡
充
に
努
力
す
る
、
又
、

県
単
農
道
の
実
施
は
周
辺
に
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
土
の
水
田
が
あ
れ
ば
、
基

盤
整
備
も
行
い
ま
す
の
で
五
十
．
一
．
年

中
に
考
え
て
よ
い
と
思
っ
て
い
る
、

畜
産
に
つ
い
て
は
、
こ
た
え
る
事
は
、

さ
け
た
い
。

二
、
広
田
寛
吾
譲
員

0
財
政
悶
題
に
つ
い
て

　
村
畏
　
近
い
将
来
財
政
の
硬
直
化

と
い
う
よ
う
な
の
き
さ
し
な
ら
な
い

状
態
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
事
だ
が

す
で
に
、
そ
う
い
っ
た
傾
向
が
見
ら

れ
る
が
こ
れ
は
中
里
村
だ
け
で
は
な

く
特
別
の
町
村
を
除
き
、
み
ん
な
そ

う
い
う
状
態
で
あ
る
。
村
債
返
済
能

力
に
欠
け
る
よ
う
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
と
い
う
率
は
わ
か
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
恐
れ
て
は
何
も
で

き
な
い
。
こ
れ
を
乗
越
え
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
積
極
的
に
建
設
事

業
等
を
行
っ
て
来
た
し
、
今
後
も
取

組
ん
で
い
く
。

O
農
協
合
併
と
土
地
改
良
の
へ
・
併

　
村
長
　
農
協
合
併
に
つ
い
て
は
、

会
議
を
重
ね
、
小
委
員
会
も
も
っ
て

い
る
の
で
近
い
う
ち
に
は
合
併
の
気

運
も
盛
り
上
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

L
地
改
良
の
合
併
に
つ
い
て
は
ま
だ

さ
み
し
い
状
態
で
あ
る
。
h
地
改
良

の
事
業
に
つ
い
て
も
村
に
お
ん
ぶ
す

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
事
業
を
行
う

よ
う
体
制
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

不
足
す
る
点
に
つ
い
て
は
職
員
の
出

向
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
へ
も
っ
て

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

0
窓
口
事
務
に
つ
い
て

村
長
　
住
民
に
満
足
を
あ
た
え
て

い
な
い
事
は
承
知
し
て
い
る
窓
口
事

務
と
は
、
祉
会
課
の
戸
籍
だ
け
が
窓

口
で
な
く
、
役
場
全
体
が
窓
口
で
あ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
日
頃
か
ら
職
員
に
話

を
し
て
い
る
が
、
今
後
も
一
層
努
力

を
う
な
が
し
た
い
。

○
観
光
問
題

　
村
長
　
観
光
開
発
に
つ
い
て
は
、

行
政
に
強
い
ら
れ
て
も
効
果
は
土
が

ら
な
い
資
源
を
も
っ
た
地
域
自
ら
の

意
欲
と
創
意
工
夫
が
総
合
し
て
観
光

が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。．

．
、
山
川
虎
『
議
員

0
水
資
源
（
芝
倉
沢
ダ
ム
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
村
長
　
芝
倉
沢
の
水
資
源
開
発
と

い
う
事
で
あ
る
が
現
在
の
と
こ
ろ
地

域
で
も
農
業
用
と
か
工
業
川
と
か
と

い
っ
た
H
的
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
の
で
開
発
の
考
え
は
な
い
が
目
的

が
は
っ
き
り
し
て
来
れ
ば
開
発
も
あ

り
う
る
，

O
県
道
田
代
中
深
兄
線
の
津
南

　
　
　
　
へ
の
接
続
に
つ
い
て

村
長
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
田
所

で
終
っ
て
は
意
昧
が
な
く
、
中
深
見
、

陣
場
下
に
続
く
の
が
本
当
な
の
で
あ

る
が
、
現
泥
津
南
町
は
こ
の
線
の
改

良
を
町
営
で
や
っ
て
い
る
の
で
改
艮

特
一
を
人
れ
る
の
は
不
可
能
で
あ
る

が
町
営
の
改
良
が
終
れ
ば
実
施
は
あ

り
う
る
。

四
、
由
岸
巳
之
政
識
員

○
農
業
後
継
者
対
策

　
村
長
　
後
継
者
対
策
は
こ
れ
ま
で

も
行
な
っ
て
来
た
し
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く
が
、
後
継
者
が
農
業
を

や
ろ
う
と
い
う
意
欲
は
、
子
供
で
は

な
く
親
の
農
業
へ
の
理
解
か
ら
生
ま

れ
る
の
で
あ
る
。

高
校
進
学
の
学
校
の
選
択
を
含
め
て

研
修
に
努
め
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
事
が
望
ま
し
い
。
又
、
嫁

対
策
と
い
う
よ
う
な
事
も
大
切
な
こ

と
だ
が
、
こ
れ
は
本
人
の
白
分
で
見

つ
け
て
く
る
と
い
う
気
持
が
大
切
だ
u

κ
、
南
嚢
宗
司
議
員

　　（）

　　村
　　内
　　び）

　　道

兄路
通改
し．良
　　1こ

　　つ
　　し、

　　て

　
村
長
　
村
内
国
県
道
路
の
改
良
予

定
は
、
国
道
．
．
．
五
．
∴
号
線
の
関
係
で
、

宮
中
橋
は
、
取
付
道
路
の
舗
装
で
七

、
。
O
メ
ー
ト
ル
で
完
了
し
三
二
〇
〇

万
円
戸
算
が
つ
い
た
。

東
川
尻
舗
装
．
Q
φ
メ
ー
ト
ル
、

穴
沢
ト
ン
ネ
ル
の
橋
梁
と
、
第
ニ
ト

ン
ネ
ル
に
着
工
、
一
億
五
千
万
円
。

国
道
の
調
査
費
　
宮
中
山
崎
間
に
｝

千
万
。

県
道
で
は
芋
川
の
特
一
が
一
千
万
円

　
消
雪
パ
イ
プ
で
は
田
中
小
原
問
が

継
続
。

駒
返
の
坂
、
下
山
田
代
間
の
舗
装
、

村
道
で
は
、
継
続
は
も
ち
ろ
ん
だ
が

新
規
と
し
て
清
田
山
の
道
路
着
工
、

清
津
峡
橋
が
着
工
見
込
、
東
田
沢
の

開
拓
道
の
舗
装
な
ど
が
あ
る
。

O
中
深
兄
ー
田
沢
ー
石
倉
線
の

　
　
　
　
　
　
改
良
兄
通
し

　
村
長
　
こ
の
線
に
つ
い
て
問
題
と

な
る
の
は
、
倉
俣
地
内
で
、
あ
る
が

住
宅
が
集
ま
り
道
巾
も
せ
ま
い
。
こ

の
地
域
で
の
廊
繁
心
が
固
ま
れ
ば
バ
イ

パ
ス
で
も
改
良
で
も
実
施
は
あ
り
う

る
。

O
冬
季
間
の
道
路
確
保
に
つ
い
て

　
村
長
中
里
村
で
の
除
雪
は
、

郡
市
内
で
も
一
番
よ
い
と
思
う
し
、

村
民
も
認
め
る
事
だ
と
思
う
。

八
・
後
は
枝
線
の
除
雪
と
い
う
事
に
な

る
が
、
中
心
は
あ
く
ま
で
本
道
の
確

保
に
お
く
。

除
雪
機
械
の
購
人
に
つ
い
て
は
、
ブ

ル
は
毎
年
と
っ
て
い
る
。
ロ
ー
タ
リ

ー
に
つ
い
て
は
雪
か
ん
で
取
る
の
で
、

一
．
一
年
に
一
回
位
し
か
と
れ
な
い
。

　
O
建
設
工
事
の
早
期
発
注
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

村
長
他
の
地
域
よ
り
も
早
い
つ

も
り
で
あ
る
が
今
後
と
も
早
期
発
注

に
努
力
す
る
。

○
住
民
の
要
望
事
項
の
遂
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

村
長
　
村
の
単
独
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
県
の
補
助
を
優
先
し
て
そ
の

あ
ま
り
で
村
の
単
独
事
業
を
実
施
す

る
事
が
望
ま
し
い
。

O
商
工
業
の
育
成
に
つ
い
て

村
長
村
の
商
工
の
育
成
に
つ
い

て
直
接
的
な
指
導
を
効
果
は
上
が
ら

な
い
の
で
村
と
し
て
は
、
村
民
の
購

買
力
を
上
げ
る
為
公
共
事
業
の
実
施

融
資
を
一
〇
〇
〇
万
↓
二
§
万

へ
ふ
や
す
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で

あ
る
◎

六
、
小
林
豊
政
議
員

O
道
路
行
政
の
見
直
し

　
村
長
　
生
活
道
路
を
村
道
に
す
る

と
い
う
事
は
、
現
在
も
実
施
し
て
い

る
。赤

線
道
路
が
多
い
の
で
見
通
し
よ
り

整
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

O
学
校
教
育
に
郷
止
愛
を

村
長
　
郷
土
愛
を
と
り
人
れ
る
事

は
も
ち
ろ
ん
の
事
な
の
で
、
昨
年
は

副
涜
本
を
作
成
し
た
し
、
今
年
は
、

さ
ら
に
そ
の
活
用
と
い
う
点
で
努
力

す
る
よ
う
教
委
学
校
に
申
し
入
れ
る
。

○
学
校
給
食
に
米
飯
給
食
を

　
　
　
　
な
ぜ
と
り
人
れ
な
い
か

　
村
長
　
中
里
で
も
現
在
パ
ン
の
搬

人
で
き
な
い
学
校
三
校
で
と
り
人
れ

て
い
る
。
．

米
飯
給
食
の
場
合
に
は
、
パ
ン
と
違

い
、
副
食
が
む
つ
か
し
い
と
思
わ
れ

る
が
、
教
委
に
は
、
充
分
検
討
す
る

よ
う
甲
人
れ
て
、
今
年
中
に
は
、
そ

の
方
向
を
出
す
よ
う
に
し
た
い
。

七
、
山
本
茂
穂
議
員

O
学
校
統
合
に
つ
い
て

　
村
長
　
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は

今
の
状
態
で
は
困
る
。
統
合
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
は
村
長
も

承
知
し
て
い
る
、
し
か
し
、
村
民
の

中
で
の
声
が
も
り
上
が
ら
な
け
れ
ば

意
昧
が
な
い
だ
ろ
う
。

○
体
育
施
設
の
新
設
に
つ
い
て

　
村
長
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
総
合

的
な
体
育
施
設
の
設
置
に
は
土
地
の

確
保
が
む
づ
か
し
い
の
で
進
ま
な
い

し
か
し
、
始
め
た
廓
だ
し
総
合
セ
ン

タ
ー
わ
き
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
バ
レ

．
ー
コ
ー
ト
な
ど
整
地
し
て
も
よ
い
、

一
し
か
し
、
屋
体
、
プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
つ
い
て
は
、
一
ヶ
所
に
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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村民スキー大会終る

　好天に恵まれた去る13日、マウント
パーク津南スキー場で村民スキー大会
が開催された。
　同スキー場で村民スキー大会が行な
われたのは今回で3回目。参加者も年
々増加し、今回は98名という盛況ぶり。
　なかでも家族連れの参加が目立った。
　午前中は講習会とソリ遊び、それに
缶ジュース、缶ビールひろい。今年は
保育所の園児も参加、盛んな拍手をあ
びていたQ
　午後から行なわれた回転競技には小
学生男子と一般男子が参加。成績は次
の通り。

◎小学生男子
　1位　村山　嘉英（田　中）
　2位　樋口　裕文（上　山）
　3位　岡村　英明（山　崎）
　4位　上原　正明（上　山）
　4位　樋口　勝雄（荒　屋）
　5位　片桐　章裕（山　崎）

◎1般男子
　1位　大島康太郎（芋　沢）
　2位　井ノ川将夫（山　崎）
　3位　村山　重保（田　沢）
　4位　荒瀬　　守（田　中）
　5位　樋口　正和（小　倉）

　尚、村民スキー大会の写真は総合セ
ンターロビーにて公開しております。

嫁
と
姑
の
こ
と

　
「
古
い
よ
う
で
新
し
い
の
が
嫁
と

姑
の
問
題
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は

女
な
れ
ば
誰
で
も
よ
け
て
通
れ
な
い

一
度
は
経
験
す
る
問
題
で
あ
る
。

　
わ
が
国
で
は
「
家
」
と
は
「
家
屋
」

と
呼
ぶ
以
外
に
、
家
屋
に
住
む
人
間

す
な
わ
ち
、
夫
婦
、
親
子
、
兄
弟
な

ど
、
極
め
て
近
い
血
縁
関
係
に
あ
る

人
々
を
中
心
と
し
た
と
こ
ろ
の
極
め

て
近
い
比
較
的
少
数
者
の
通
常
寝
食

や
信
抑
を
共
同
し
た
、
集
団
を
い
い

ま
す
が
、

　
家
の
親
方
、
即
ち
首
長
を
家
長
と

か
戸
主
と
か
い
い
ま
す
。

　
そ
の
外
の
者
を
家
族
と
呼
ん
で
い

る
。

　
こ
の
集
団
が
家
の
永
続
を
願
い
、

家
の
繁
栄
を
願
う
事
は
、
日
本
の
永

い
歴
史
を
通
じ
て
一
貫
し
た
観
念
で

あ
る
。

　
そ
し
て
家
は
個
人
の
た
め
の
も
の

で
な
く
家
の
た
め
の
個
人
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
家
の
中
に
必
然
息
子
に
異
分

子
で
あ
る
嫁
が
迎
え
ら
れ
る
か
ら
、

こ
こ
に
「
嫁
と
姑
」
の
関
係
が
生
じ

て
く
る
訳
で
あ
る
。
そ
し
て
「
入
れ

歯
と
嫁
は
我
慢
し
な
き
あ
あ
納
ま
ら

ぬ
」
と
姑
も
嫁
も
自
ら
に
言
い
き
か

せ
た
、
又
「
嫁
て
ん
な
猫
の
気
ま
で

か
ね
ろ
」
と
親
は
言
い
き
か
せ
て
嫁

が
せ
た
の
で
あ
る
。
姑
の
関
係
の
難

し
さ
を
、
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
「
嫁
」
は
も
と
も
と
他
家

に
育
ち
、
そ
の
生
活
慣
習
や
、
し
き
た

り
を
、
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
「
ヨ
ソ
モ
ノ
」
は
仲

々
婚
家
に
ナ
ジ
メ
ナ
イ
の
は
立
瑛
川
で
、

そ
の
上
、
今
の
嫁
は
今
迄
と
違
い
、

家
に
来
る
の
で
は
な
く
子
の
と
こ
ろ

に
来
る
の
で
あ
る
。
即
ち
内
容
は
別

と
し
て
も
当
人
同
志
と
い
う
基
本
の

上
に
立
っ
て
で
あ
る
、
そ
の
当
人
の

意
志
は
家
長
と
い
い
共
家
族
と
い
い

共
、
絶
対
服
従
し
な
け
れ
ば
成
立
し

な
い
、
　
「
嫁
」
と
い
う
字
は
「
女
と

家
」
が
結
ば
れ
て
出
来
て
い
る
。

　
従
っ
て
そ
こ
に
応
々
姑
に
い
わ
せ

れ
ば
目
に
余
る
と
書
く
「
余
目
」
が

存
在
す
る
訳
で
あ
る
。
こ
う
い
う
嫁

は
ヨ
メ
は
ヨ
メ
で
も
大
変
な
相
違
が

あ
る
。

　
か
っ
て
、
六
－
七
年
前
、
　
「
断
絶

」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
た
。

そ
の
頃
「
嫁
」
に
い
く
条
件
と
し
て

「
家
つ
き
カ
ー
つ
き
バ
バ
ー
抜
き
」

な
ど
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
世
の
姑

た
ち
を
悲
し
ま
せ
た
。

　
と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、
家
が
あ
っ

て
、
姑
が
あ
っ
て
、
共
稼
ぎ
が
で
き

る
う
ち
、
と
チ
ョ
ッ
ピ
リ
「
姑
」
の

存
在
が
認
め
ら
れ
た
感
が
見
え
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
も
極
め
て
嫁
と
し

て
の
打
算
的
な
と
こ
ろ
か
ら
出
て
き

て
い
る
の
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、

　
　
「
た
だ
で
留
守
番
、
子
守
が
し
て

貰
え
る
」
ど
こ
迄
い
っ
て
も
姑
の
存

在
は
嫁
を
は
さ
ん
で
味
気
な
い
中
で

認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
中

昧
は
、
　
「
と
し
よ
り
の
子
守
は
三
文

安
い
」
と
い
う
。

よ
く
「
話
し
合
い
」
と
い
わ
れ
る
が

家
庭
の
中
で
話
し
合
い
な
ど
と
い
う

厳
し
い
言
葉
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
。
家
族
団
楽
、
即
ち
語
り
合

い
の
方
法
、
機
会
を
な
る
べ
く
多
く

持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
お
互
い
緊
張
が
な
く
卒
直
で
あ
る

事
が
大
切
で
あ
る
。

　
女
（
の
強
気
）
と
ア
ズ
キ
の
塩
パ

イ
の
は
仕
末
に
お
え
ぬ
と
い
う
。

　
又
「
バ
バ
ッ
鳥
が
ト
キ
を
つ
く
る

様
で
は
お
さ
ま
ら
ぬ
」
と
も
い
わ
れ

る
。
こ
れ
は
嫁
、
姑
の
関
係
丈
で
な

く
女
に
対
す
る
警
語
で
あ
る
。

兎
に
角
嫁
、
姑
の
中
で
疑
惑
、
警
戒

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
縁
念
が
あ
っ
た
ん
だ
か
ら
、
そ
れ

を
大
事
に
す
る
事
に
つ
き
る
と
尽
つ
。

　
し
か
し
姑
は
嫁
を
家
を
中
心
に
評

価
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
充

分
姑
さ
ん
も
心
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
だ
。
　
「
社
会
的
に
一

般
論
」
で
な
い
と
聞
き
手
も
批
判
に

な
る
か
ら
程
よ
く
、
ハ
ヅ
ミ
を
合
わ

せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
兎
に
角
、
嫁
、
姑
だ
け
で
な
く
み

ん
な
が
信
頼
し
合
い
心
の
か
よ
い
合

う
家
庭
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
は
忍
耐
も
必
要
で
あ
り
、
ゆ
ず

り
合
う
事
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

　
昨
年
新
聞
で
み
た
の
で
す
が
、
三

島
郡
和
島
村
で
「
嫁
と
姑
」
と
が
語

ら
い
を
し
た
と
。

　
そ
の
席
で
「
嫁
」
は
「
夫
婦
と
子

供
を
交
え
た
私
達
の
話
を
盗
す
み
聞

き
し
て
欲
し
く
な
い
」
と

　
こ
れ
に
対
し
て
「
姑
」
は
「
家
族

な
の
だ
か
ら
話
を
隠
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
対
立
し
た
と
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
こ
れ
に
対
し
同
席
の
村
長

や
教
育
長
か
ら
「
お
互
い
に
話
題
を

豊
富
に
持
っ
て
い
れ
ば
あ
る
程
度
解

消
さ
れ
る
。
例
え
ば
テ
レ
ビ
の
番
組

で
も
よ
い
か
ら
話
題
を
見
つ
け
て
対

験
を
交
え
て
語
り
合
う
」
事
が
必
要

だ
と
か
、

　
又
「
姑
達
の
言
う
事
を
小
言
と
聞

か
ず
教
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
い
う

尊
敬
の
気
持
を
持
っ
て
接
す
る
」
事

が
大
切
で
あ
る
と
助
言
し
て
い
ま
し
［

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま

　
「
嫁
が
気
が
強
く
て
」
、
「
我
儘
勝

手
で
」
と
い
う
よ
り
「
負
け
惹
が
勝
」

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
　
「
風
に

柳
」
と
受
け
流
し
相
手
の
言
葉
を
素

直
に
受
け
て
お
れ
ば
、
相
手
も
反
対

し
ょ
う
も
な
く
、
自
然
に
解
け
合
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
又
嫁
は
絶
対
に
腹
を
立
て
て
は
な

ら
な
い
。
姑
が
ど
ん
な
に
悪
く
共
、

他
人
が
聞
い
た
ら
嫁
が
悪
い
と
い
う
、

そ
れ
か
ら
人
の
悪
口
を
言
わ
な
い
。

　
「
口
ご
た
え
」
を
し
な
い
こ
と
だ
。

女
の
強
さ
は
踏
み
こ
た
え
る
力
で
あ

る
。

　
不
満
を
並
べ
れ
ば
幾
ら
で
も
あ
る
。

お
互
い
に
自
分
が
よ
く
な
り
た
か
っ

た
ら
、
ま
ず
そ
の
家
を
よ
く
す
れ
ば

い
い
の
だ
、
そ
う
思
っ
て
：
・
…

　
人
間
一
生
の
う
ち
に
一
度
は
「
嫁

と
姑
」
と
い
う
人
間
関
係
を
も
た
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
嫁
の
立
場
で
苦
労

す
る
か
、
姑
の
立
場
で
苦
労
す
る
か

そ
の
人
に
よ
っ
て
違
い
も
す
る
が
私

は
歳
を
と
っ
て
か
ら
苦
労
す
る
よ
り

若
い
う
ち
に
苦
労
す
る
こ
と
が
幸
せ

だ
と
思
う
。

　
　
　
（
倉
俣
婦
人
学
級
に
て
）

』
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子
の
教
育

（
現
代
農
業
十
二
月
号
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